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１はじめに

人間は自然に手を加え 「ものをつくる」ることで生き残ってきており，現在でもその、

活動は続けられています。我が国の「ものづくり」は、経済成長の原動力であり、食料、

資源を輸入に頼る我が国の生命線であります。もはやものを生み出さずに生きていくこと

は不可能となっています 「災害」や「防災」と「ものづくり」との関係に注目してみる。

と、災害を防止するため、災害時、災害後のどの時点においても、またどの時代において

も、切り離せない関係となっています。

一方、ものづくりの基盤を支える優秀な技術者の確保は、今後とも我が国が高い付加価

値を創造するものづくりや技術に立脚した持続的な発展を遂げていく上で不可欠であると

言われています。しかし、近年、熟練した技術者の高齢化や若年層のものづくりへの関心

の低下といった問題が懸念されており、特に2007年以降は団塊世代が順次定年を迎えてい

くことから、その知識やノウハウを受け継ぐものづくり技術者の育成が急務となっており

ます。このため、高校教育のみならず、様々な場面でものづくり教育の必要性がさけばれ

ています。

、「 」 、本校都市工学科は まちづくり の基盤となる知識や技術を学ぶ土木工学系の学科で

滋賀県内唯一の設置学科として教育活動を展開しています 本校の教育目標にもある も。 、「

のづくりを通した人づくり」でものづくり教育も重視しています。なかでも近年、まちを

守る「防災学習」や琵琶湖をはじめとする地域の「環境学習」など、社会や地域にニーズ

に応じた特色ある取り組みとあわせたものづくり教育を展開しています。

今回、防災教育チャレンジプラン（内閣府・防災教育チャレンジプラン実行委員会）に

認定をいただき、通常はベンチとして活用し災害時にはかまどになる 「かまどベンチづ、

くり」を題材とし、防災教育活動を実践しました。本活動の意義や展開、連携や継続とい

った様々なアドバイスを受け、プランの充実を図るとともに今後の課題発見について研究

しました。

本報告は、全国の地域防災力の向上を図る一モデルプランとして、今回の取り組みを紹

介するものです。手法・方法・内容は本校活動の一例であり、工夫によりさらにプランの

広がりが期待できます。また活動の対象者は、高校生のみでなく、幅広い年代・分野にご

活用いただけると思います。防災教育に限らず、地域防災、まちづくり、ひとづくり、地

域活動などでご参考になれば幸いです。

平成２２年（２０１０年）１月

滋賀県立彦根工業高等学校

都市工学科
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２活動の流れと内容

活動項目 内容や留意点

①設置募集活動 チラシ配布等、募集多数の場合は順番決定

②依頼者との調整 交流内容、協力体制、交流時期、日時等の調整や確認

③設置場所決定 水、電源等の確保、資材搬入路・仮置き場所確認

④設計 形状、構造、設置数の決定、図面製作

⑤材料準備 設計をもとに材料の準備・運搬

⑥使用器具準備 使用器具の準備、確認・運搬

⑦製作交流活動 ・目的・内容説明学習交流

・基礎型枠

・基礎コンクリートづくり

・養生、脱型

・レンガ積み

・鉄網製作

・座板製作

・仕上げ作業

・看板づくり等

⑧交流活動 その他 ・完成交流（ ）

・炊き出し訓練交流

・河川洪水浸水深さ調べとベンチへの明示活動

・成果発表等

・製作した５地域の交流活動（かまどベンチ新聞の発行）

⑨その他の取り組み ・かまど花壇の開発製作

・製作器具の開発製作

（モルタル用鉄枠製作・レンガ設置用木枠製作）

・材料調達の工夫研究

・かまど模型製作

・かまどベンチの多機能・多用途への研究

・湖国の地震（姉川地震100年）シンポジウム参加等

・文化祭における在校生への紹介学習

・滋賀県工業教育研究会生徒意見体験発表

⑩維持管理 ・設置場所を管理する小学校、自治会への引き渡し管理

⑪継続普及のための ・ 活動手引き」の製作「

（ ）活動 ・青少年のための科学の祭典での展示紹介活動 滋賀県立大学

・近畿建設技術展での展示紹介活動（マイドームおおさか）

・彦根市防災展での展示紹介活動（彦根市役所）等
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３かまどベンチの構造（基本型）

（１）ベンチ使用時（写真は２基連続設置）

座板

基礎コンクリート

（ ）本体 レンガ積み

（２）かまど使用時

鉄網

焚き口

鉄網

設置溝

（レンガを切り

欠き鉄網を落と

し込み格納）

通風口（開口部）
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４使用器具

（１）基礎掘削・埋め戻し・コンクリート練混ぜ

①ツルハシ（地盤が固い場合）

②ショベル（大・小・角・丸）

③一輪車

ポイント

・小学生児童等の子どもの共同製作の場合

小型ショベルが適している。

・

（２）基礎・レンガ積み

①コンクリート練り板 ②バケツ

③モルタル練り鉢(ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｰﾙなど)

④突き棒 ⑤ﾊﾝﾄﾞｼｮﾍﾞﾙ ⑥練りさじ

⑦左官コテ各種 ⑧金づち

⑨ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾊﾝﾏｰ ⑩ｺﾞﾑﾊﾝﾏｰ ⑪ブラシ

⑫網ふるい ⑬水平器 ⑭金指

⑮のこぎり ⑯メジャー ⑰軍手

⑱コンクリート練り容器

⑲クリッパー ⑳釘抜き スポンジ

その他：現地で水の確保が不可能な場

合は水タンク等

ポイント

・コンクリート練り容器は、練混ぜに使用できる

他、レンガを水に浸す容器として使用する。

・練り板は、モルタルを練り鉢で練る場合など、

周辺の汚損防止用にも使用できる。

（２）座板製作・鉄網製作・その他

①電動ドリル

②ディスクグラインダー

（代用としてタガネとハンマー）

③ディスクカッター（鉄筋切断用）

④溶接機

⑤延長コード（電源の位置により適宜）

⑥発電機（電源の確保ができない場合）

⑦塗装用ハケ

ポイント

技術を高める等の目的を持たせる

場合は、測量器具（レベル等）を使用
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（４）独自に製作した器具

①つなぎモルタル用鋼製型

レンガ積みは家庭において日曜大工ができるが、

小学生児童など誰もが容易にできるため、モルタル

用の鋼製型を製作した。

レンガの上下を接着させるためのモルタルを一定厚

さで敷くことができるよう（レンガが水平に設置で

きるよう 、また一定幅となるよう、鋼製の型使用）

した。

9.5mm×9.5mm×の角鋼棒を溶接により製作

②レンガ並べ用木枠

レンガの設置は、一般的に水平器や水糸で行わ

れるが、これを誰もが容易にできるようにと考え

た。

レンガを真っ直ぐに、垂直に置くことを、容易

に確認できるように木枠を製作・使用した。

厚さ9mmのコンパネと3cm角棒を使用し製作。

写真はかまどベンチⅡ型で製作したもの。
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５使用材料

ポイント

①使用材料は、第一に「基本的に入手しやすい 、第二に「極力そのまま使用できる（販」

売されている寸法をいたして 」ということ考え、ホームセンターなどで販売されてい）

る一般的な材料を使用した。

②できれば、材料を製作現地へ直接配送してくれる販売店があると活動が進めやすい。

（１）基礎

①型枠

・今回は3m×250mm×30mmを切断使用

・型枠板やコンパネ等でも可能

・製作基数により必要量を準備

②面木

・基礎上面の角の破損を防止するためのもの

・工作用三角棒(10mm×10mm×900mm)を必要量使用

③くぎ

・型枠固定、面木固定等

④セメント（普通ポルトランドセメント） ※約44kg

⑤砂 ※約93kg

⑥砂利 ※約135kg

⑦水 ※約22㍑

⑧メッシュ筋

基礎のコンクリート補強、ひび割れ防止等のため。

5mm丸鋼を10cm格子にしたものを必要面積に切断

【注】※印の数量はあくまでも目安です。

（材料の状態や品質、作業ロスの状況により確

認する必要あり ）。

（２）レンガ積み

①レンガ（規格マス・普通マス）

②レンガ（半マス）

・半マスは、規格マスの半分のサイズで、規格マスを

切断して準備することも可能。ただし、販売されて

いる場合は、これを利用すると便利。

・規格マス、半マスともに積み段の数により

必要個数を確認

③セメント（普通ポルトランドセメント） 約8kg

④砂 約40kg

⑤水 約4㍑

⑥モルタル改良材

（レンガの接着を良くするため使用した方が良い）

【注】※印の数量はあくまでも目安です。

（レンガの積み数や材料の状態や品質、作業ロスの

状況により確認する必要あり ）。
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参考基礎コンクリートの材料算出

①示方配合（コンクリート１ｍ を製作する場合の使用量（質量 ）３ ）

単位量 [kg/m ]3

粗骨材 スラン 空気量 水セメ 細骨材

の最大 プの範 の範囲 ント比 率 水 ｾﾒﾝﾄ 混和材 細骨材 粗骨材 混和剤

寸法 囲 s/a (砂) (砂利)

[mm] [cm] [%] [%] [%] W C F S G ※単位

～5mm 5～ [g]

40mm

40 7.5 5 50 41 169 338 － 718 1043 500

②現場配合（今回の基礎コンクリートを製作する場合の使用量（質量 ））

基礎の容積を、厚さ15cm×幅160cm×奥行き54cmとした場合。

使用量 [kg]

粗骨材 スラン 空気量 水セメ 細骨材

の最大 プの範 の範囲 ント比 率 水 ｾﾒﾝﾄ 混和材 細骨材 粗骨材 混和剤

寸法 囲 s/a (砂) (砂利)

[mm] [cm] [%] [%] [%] W C F S G ※単位

～5mm 5～ [g]

40mm

40 7.5 5 50 41 21.9 43.8 － 93.1 135.2 64.8
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（３）鉄網

ポイント

、 、①鉄網は溶接製作を基本としたが 溶接作業は一般的に容易にできるものではないため

溶接しない方法（鉄棒を置くだけ）でもできる。

②上記①の場合、ホームセンター等の購入先で所要の寸法に切断してもらうことがおす

すめ。

①異形鉄筋（表面に突起がある鉄筋）

・SD295 D13(直径13mm)またはD16(直径16mm)を使用

・普通丸鋼（表面に突起がない）でも可

②溶接棒

（４）座板製作

①木材(SFP2×４材×6F) （38mm×88mm×1830mm）

・そのまま６本使用（切断加工なし）

②木材(あら材 33mm×33mm×２m)

・必要寸法に切断して使用

③木ねじ

・固定は釘よりも、木ねじがよい。

・ねじ長さ60mm程度のものを使用

④塗装剤

・防腐剤（クレオソート等）を使用。

・防腐、色等を考慮し、適した塗装剤をしようするとよい。
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６設計図（参考）
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７製作方法（活動方法）

（１）設置場所募集

①設置場所について募集チラシを作成する。

②市や関係機関への協力を依頼し、チラシ配布等を連携し

て行う。

③今回は、市内のうち本校近隣自治会へ配布。それ以外に

本校近隣小学校へ配布。

（２）現地への移動

①現地への移動について、移動方法（交通機関、自転車）

や経路について適切な方法を決定する。

②自転車の場合、駐輪場所についても確認しておく。

（３）製作場所協議（顔あわせ等を含む）

①地域の要望や製作場所について協議する。

②製作時期や日時について確認する。

・地域イベントや学校行事等との調整

③水や電源の確保について確認する。

・確保ができない場合も近隣住宅等の協力依頼をする。

④

（３）設計計画

①構造、形状設計（図面製作）

②材料計画（必要材料の数量確認）

③施工計画（製作の進め方）

④必要（技術習得のため等に応じて、現地測量を行い

設計計画に利用する。

『いざと言うときのために』、『備えあれば憂いなし』

（お申し込み・お問い合わせ先）

〒522-0222 滋賀県彦根市南川瀬町１３１０
滋賀県立彦根工業高等学校 都市工学科 担当：田中・小川 TEL0749-28-2201／FAX 0749-28-2936

防災「かまどベンチ」を高校生がつくります。
①「かまどベンチ」って何？

普段は通常のベンチとして利用し、地震などの災害時や非常時には炊き出し用のかまどとして利用
できるものです。
【通常時】 【非常時】

②製作は？
本校生徒が教師等の指導のもとで、教育活動として展開し製作します。
ものづくりを通して、社会貢献を目指しています。

③設置場所を提供してください。
事業所内、避難場所、地域の公園などにいかがでしょうか。

滋賀県立彦根工業高等学校

ご相談お待ち
しております。
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（４）材料準備

①必要材料を注文する。

②材料によっては事前準備を行う。

右の写真は、モルタルで使う砂を２mm以下にするため、

網ふるいによる選別作業をしているところ。

（５）目的や製作方法の確認交流

①何のためにベンチを製作するのか、どのような作業をす

るのかを確認する。

②室内での交流でもよい。屋外で行う場合は、児童と製作

場所の確認も確実にできる。

（６）基礎部分の土砂除去 【※以下一部を除き交流製作活動を展開】

①基礎の大きさを確認し、それよりも広めの土砂を掘削す

る。

②地盤の堅さに応じて、ツルハシを使う。

③小学生児童の場合、ショベルは小サイズのものがよい。

④狭い場所での作業となるため、けがのないよう注意して

行う。

⑤掘削土砂は、埋め戻し量を除いて不要となるため、処分

する場所まで、一輪車等で運搬する。

⑥掘削後は、次の交流活動日までの安全対策（ロープを張

るなど）をしておく。
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（７）基礎型枠組み立て

①掘削したところに、型枠を設置する。

②寸法や垂直確認をする。

③型枠板で仕上がり高さと併せるのは困難であるため

枠は仕上がり面よりも高めに設置する。

④型枠の位置がずれないように気をつけながら、周りに土

砂を埋め、型枠を固定する。

⑤水平器や測量器具を使って、仕上がり面を型枠板の内側

に印を数点付ける。

⑥数点の印を線で結び、引き仕上がり高さを明示する。

⑦仕上がり高さの位置に、面木を小びょう等で固定する。

（コンクリートは面木の高さまで入れることになる）

（８）基礎コンクリート練りまぜ

①基礎に流し込むコンクリートを練り混ぜる。

②練り混ぜは、練り板や練り容器を使用するが、それが内

場合はベニア板等でも代用できる。

③練り混ぜは、最初に空練りを行う （最初に砂と砂利を。

混ぜ、そこへセメントを追加して練り混ぜる ）。

④本練りを行う。上記③に水を加えて練り上げる。水量は

は当日の天候や気温も考慮に入れながら、徐々に加えて

いくとよい。

⑤練り混ぜは２人１組で行うのがよい。しかし小学生児童の場合は、体力等の関係から

多少人数を多くしてもよい。結構、力を必要とするので交代しながら全員が参加でき

るとよい。
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（９）基礎コンクリート製作（打設）

①練り混ぜたコンクリートは、材料が分離しないように型

枠の中に入れる。

②突き棒でつつきながら、また型枠を木づちやゴムハンマ

ー等で軽くたたきながら、コンクリートを詰めていく。

③約半分の高さまで打設できれば、補強用のメッシュ筋を

設置する。設置したら、引き続きコンクリートを流し込

んでいく。

④仕上がり面まで流し込んだら、表面をコテで成形する。

表面には、水と浮遊物質が浮いてくるため、それらによ

り表面にくぼみがないように注意しながら表面を均す。

⑤打設後は、天候や気温等の必要に応じて、シート等をか

けて養生する。

（特に暑い時期は表面の乾燥を防ぐ）

（１０）型枠の取り外し

①コンクリートの硬化を確認後、型枠をはずす。

（コンクリートは28日後に規定の強度を発現し、できる

、 、だけゆっくりと養生するのがよいが 作業工程の都合上

最低でも３日くらいは確保したい ）。

②型枠をはずした後は、基礎の周りを土砂等で埋め戻して

おく。
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（１１）レンガの準備

、 、①材料となるレンガは モルタルとの接着をよくするため

充分水に浸しておき、使用する前に水を切って使用する

とよい （前日より水に浸しました ）。 ）

（１２）レンガ積み

①モルタルを練り混ぜる。

練り混ぜは、コンクリートと同様に空練り（砂とセメン

ト）を行い、その後本練り（水を加えて練る）をする。

②レンガを積む

レンガの積み方は、参考

書やインターネットで情報

を入手するとよい。各種の

方法があるが、ここでは子

どもたちが比較的容易に作

業できるように考案したも

の。

③基礎コンクリートの上

に、厚さ１cm、幅約８ c

m のモルタルを敷く。

ポイント

・通常はモルタルを適量

置き、レンガを置いて

から高さを調節する

が、モルタルを一定厚

さにするようにした。

・柳歯コテ等を使用し、充分に詰め

・レンガを常に水平にするために、やり方（丁張り）や

水糸による方法も試行したが、その準備が子どもたち

には難しい。

・水につけておいたレンガの乾きが速い場合は、水をつ

けたブラシ等で水分を与えておく。

④モルタルの上にレンガを置く。

、 。レンガの配置は 奇数段と偶数段で違うことに注意する

レンガの接着する面に、モルタルを軽く塗っておくとな

お接着によい。

レンガとレンガの間は１cmほど目地をあけておく。

⑤レンガをゴムハンマーで軽くたたく。

レンガの高さの微調整や接着・固定をよりよくするた

め、ゴムハンマーで軽くたたく （気持ち程度の軽さ）。
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⑥目地にモルタルを詰める

目地コテを使用する。

この作業もレンガの接着固定にとって重要な作業なので

しっかりとモルタルを詰めておく。

⑦はみ出したモルタルを取り除く。

目地からはみ出したモルタルはできるだけ速く、水を含

んだスポンジやぞうきん等で取り除いておく。

⑪上記③～⑦を必要段数分繰り返す。

ポイント

・１日の作業で、多くの段数を積み上げると、下の方の

モルタルがまだ硬化しておらず、重量でつぶれてしま

うので、１日の段数を３段までとした。

・通風口を設置する場合、右写真のように、２段目の張

り出し部分を木材等で支えておく。

・気候や気温等による乾燥を防ぐため、レンガ積み作業

後は、シート等による養 生を適宜施す。

・最上段の目地は（１４）の設網設置のため、設置溝に

する場合は半分程度にしておく。(14)参照。

⑫ 製作道具の開発紹介

・小学生児童が比較的容易に作業ができるよう、モル

タルを一定厚さ、一定幅となるよう、角鋼棒により

鉄枠を製作した。

・また、レンガを直角にするところ、真っ直ぐに並べ ることを容易にするため

木枠を製作した。

・これらを用いた様子を以下に写真で説明する。

(a)鉄枠を置く (b)鉄枠にモルタルを詰める (c)木枠を置き、鉄枠をはずす

(d)レンガを置く (e)木枠をはずし目地をを詰める (f)鉄枠を置き、モルタルを敷く
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(g)以下繰り返しになるが、鉄枠分の敷きモルタルを補充するなども行う (h)必要段数を完成させる

（１３）鉄網製作

・鉄網は設計図をもとに、

鉄筋を切断、溶接して

製作。

・切断機や溶接機器を使

用するため、本校実習

室にて実施

・この作業は危険が伴うた

め、小学生はできないと思う。教員指導のもと、高校生のみで実施。

・今回使用した鉄筋は、直径13mmの異形鉄筋(D13)と同径の普通丸鋼（φ13)。異形鉄

筋は表面に突起があるタイプ。

ポイント

・鉄網は溶接が必ずしも必要でもない。

・鉄筋を必要長さで購入。

（ホームセンターでも切断

してくれる ）。

・これをそのまま２本使用。

（場合によっては３本でも

いい ）。

・写真では直径16mmの異形鉄

筋(D16)を使用

（１４）鉄網の設置

・鉄網は、レンガ最上段に置いても、上面より突出しないよう、レンガに設置溝を

設けた。

・設置溝はレンガの目地を利用するとよい。しかしこれだけでは幅が不足するため、

グラインダーや作業ノコ

ギリ、タガネ等でレンガ

を切断する。鉄筋幅に余

裕を加えた幅を確保す

る。

・その後鉄網を置く。
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（１５）座板製作

・座板製作は、現地でも、図工室等のどちらでも可能。

・今回使用した材料は、ホームセンター等で販売されてい

る木材を利用し、ほとんど切断加工しなくてもよいもの

とした。

・木材の厚みは、薄いと強度不足や強風により飛ばされる

、 。ことが懸念され 厚すぎると取り外し作業が困難となる

・設計図をもとに、ドリル等を使用し木ネジで固定。

・不要な部分をノコギリで切断する。

・座板を長持ちさせるため、防腐塗料や防腐剤（クレオソ

ート）を塗布する。

・乾燥させて座板を完成させる。

ポイント

・座板に工夫を入れることも可能。

・右写真では、

①かまどベンチであることの説明。

②使用方法

③長持ちさせるための説明

④避難場所であることの啓発

⑤既往最大の洪水浸水深さの明示

⑥洪水氾濫想定の浸水深さを明示

を明示しました。

・その他、記載できる地域に応じた情報をみんなで考え、記しておくとよい。

（１６）製作中の交流（地域の方との語らい）

・製作中に地域の方が休憩をかねて、語らいの場を設け

ていただいた。

・異年齢の交流を促進する機会となった。
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（１６）看板・説明板の製作

・看板や説明板を手作りで製作する。

・木材を使い、着色・文字を記入する。

・材料や内容の工夫を考えるとよい。

・手作りであることや「かまど」になることを啓発する。

（１７）完成

・完成したら、使用方法を確認しておく。

・完成の喜び、製作の労のねぎらいを参加者で共有する。

・製作や各種の協力、関係者に感謝することも忘れずに。

ポイント

・長持ちさせるための注意事項も周知する。

「炊き出し後はベンチに水をかけない」

（急激な温度変化は材料の劣化、亀裂の原因となる。

薪などにどうしても水をかけて消火したい場合は、

かまどから移動させて）
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８製作後の交流活動

（１）完成後の交流活動（炊き出し体験・訓練等）

①小学生との交流（炊き出し実演、保護者・地域方を招いて紹介）

②自治会との交流

金剛寺町では、伝統の「おでん」をつくり、地域の方と

交流をより深めた。
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（２）洪水浸水深さ調べとベンチへの明示

・設置場所（小学校）が、近くを流れる一級河川の洪水

氾濫想定区域内であったため、ハザードマップをもと

に、ベンチ位置での「想定浸水深さ」調べた。

・測量器具により児童と交流して、学校前道路の高さを

基準として、ベンチ位置での高さを調べた。その結果

をベンチに明示して、ベンチを「防災サイン」として

の役割を付加した。

・交流することにより、洪

水被害についても意識高

揚を図る機会となった。

・洪水氾濫想定浸水深さが、ベンチの高さで不足する場

合は、座板を縦に置き明示する方法で対応。

・ベンチの使用方法を学習する場合にも、河川氾濫に対

する学習を併せて実施することができる。

・過去の既往最大の水害痕（浸水深さ）を明示するのも

よい。
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（３）地域とのつながり（ネットワーク）の強化活動

・製作した５地域の情報について「かまどベンチ新聞」を

製作した。

・発行は活動がほぼ終盤となった頃と阪神淡路大震災の記

憶（１・１７）となった。

・５地域（小学校含む）に配布、回覧板等で地域住民全て

に目に触れるようにし、学校と地域、地域同士のつなが

りがより強くなることを期待する。

・また、かまどベンチの「愛称募集」を行いより親しみの

持てるベンチや活動となることを目指している。
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９その他の取り組み

（１）模型製作

・今後の継続や普及を目指して、実物大

の模型を製作した。

・屋内、屋外を問わず展示できることや

持ち運びしやすいよう軽量であること

などから、発泡スチロール等を材料と

して製作した。

。・模型ですが実際にベンチとして座れる

（２）在校生に対する学習

・文化祭で学習成果を紹介するとともに、在校生に対して

防災意識の高揚を図る。

（ 、 、悪天候と新型インフルエンザ流行のため 残念ながら

炊き出し実演ができなか った ）。

・来校者についても学習活動を紹介した。

（３）継続普及のための啓発学習活動

①展示・活動紹介

・継続や普及のため、各展示会等に積極的に参加。設置場

所の募集活動も行った。

・展示と学習活動を説明するとともに、防災知識の啓発も

実施。

・構造や形状、その他活動全般にわたり、来場者の意見も

アンケート等により求めた。

・展示参加した主な場所は以下のとおり。

①滋賀県青少年のための科学の祭典

（滋賀県立大学：彦根市八坂町）

②近畿建設技術展２００９

（マイドームおおさか：大阪府大阪市）

③彦根市防災展

（彦根市役所）

その他パネルのみの展示機会は多数あり。



- 24 -

（４）かまどの用途拡大、多機能化の研究開発

①「かまど花壇」の開発製作

（通常は花壇、非常時は花や土を取り除き、かまど

として利用する ）。

②座板の有効活用

・座板の有効活用（多機能化）についての研究学習

①座板

②テーブル

③担架

④案内・啓発

⑤防災学習教材

ﾍﾞﾝﾁのﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ活用（座板の利用）

担架としての利用

その他アイデアの可能

テーブル利用

防災知識を表示
浸水想定深さを表示（深

さが大きい場合、座板を
縦にして）

形状・構造の工夫（かまど花壇）

通常 非常時

鉄筋を溝に設置します

花・土を除去します（鉄筋が出てきます）

かまどとして活用します
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（５）材料の入手（材料コストの低減）についての学習

・砂利に注目し、下水処理（溶融炉）で産業副産物として派生する「スラグ」の利

用について、現地見学と使用の可否等について現地学習を実施した。

・無償提供が可能となれば、製作費用をより安価にできる。

（６ 「活動の手引き」製作）

・活動経過を記録し、今後の普及・継続をより容易にする

ため手引き書（本書）を作成した。

・PDFファイルにし、CDやインターネット公開をする。

材料の調達工夫（砂利）

リサイクル等の環境学習

下水処理施設（溶融炉から出る副産物の利用）

無償提供

（材料費節約）

地域材料

溶融スラグを砂利の代用に

行政協力

滋賀県東北部流域下水道処理場訪問・依頼
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１０活動実績や知見のまとめ

①多くの知見や課題を見つけるためや製作応募もあり、製作目標（３基）の２倍以
上の８基を製作している。

②実際に使用できる防災設備を手作りや交流でつくったことは、「物理的効果」と
「心理的効果」の両面で地域防災力を向上させた。

③手作りであるため「地域オリジナル」のかまどベンチが製作できた。またオリジ
ナルである方が強い意欲や創造力をかきたてるとともに、愛着があり大切にする
気持ちが生まれるなど、販売品に比べ高いコストパフォーマンスを実現できる。

④交流製作により、学校と地域、生徒と児童、地域の方に「出会い」や「つながり」
をつくることができる。製作は６回以上交流しており、防災の基本である「つなが
り」・「協力」に深みが得られる。

⑤完成時の交流、完成後に炊き出し訓練（交流）等を行うことは、楽しみながら防
災意識を高揚でき、もちろん「完成の喜びを共有」でき、つながりを強化できる。

⑥完成したら終わり、さらに炊き出しをしたら終わりではなく、その後もつながりを
大切にするため、一手法として新聞発行を実施した。

⑦かまどベンチは、炊き出し訓練での使用は別として、「災害が起きてから役立
つ防災設備」と考えていたが、河川洪水氾濫浸水深さなどの「防災サイン」をベン
チに明示することや、構造や形状の改良、用途の拡大をすることにより、「防災モ
ニュメント」や「防災サイン」として、普段の防災意識の啓発にも役立つ防災設備
となった。つまり、普段はベンチとしての利用だけでなく、「災害が起きる前にも役
立つ防災設備」となる。

⑧小学校での製作は、卒業記念製作とすれば、母校に「いつまでも忘れない地
域防災に役立つもの」を残すことができる活動となる。

⑨なお交流した６年生児童は、全校児童や保護者等に紹介・炊き出し実演する
など学習機会まで行うなど、本プランが契機となり、予想以上の防災教育の展開
となった。

⑩継続や普及のため、模型製作やPR活動、「活動の手引き」作成まで実施し
た。

⑪県や市の防災担当部局と連携や支援、協力のもと進めた。県内２市からの問
い合わせや製作が実現されるなど、本プランが行政への刺激にもなった。
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１１防災教育活動普及のための提案

【参考】ベンチ機能の設定にあたって
（品質機能・価格・作業の難易等）

品質

機能 作業の難
易・工程

・

ｿ ・

i
「ベンチの品質と
機能」は価格・作

業の難易等を考
慮して計画

容易

より多機能

かまどベンチの製作につい
て、一般的な工事とほぼ同様
に「品質・価格・工程」の関係

として、左図のような関係が
あります。かまどベンチ製作

について、ベンチを高機能・
高品質にしたいのは当然で
す。しかし、価格（材料代）、

製作活動者で可能な作業
か、製作期間（交流回数等）

はどうかといったところを考慮
し、活動の目標達成に応じて
考慮する必要があります。

「ものづくり体験型防災教育」
今回の活動は、「かまどベンチ」という防災設備を題材として、ものづくりとその利用の一連

の活動を行ってきた。ものづくりは、「物」と「者」の両方を作ってくれる効果がある。これらの効
果は地域防災力の「質」を、有形無形で向上させていると確信している。

ものづくりの題材は、かまどベンチにこだわらず、子どもたちや地域の方が参加できる題材
を選定し活動を展開すれば、防災教育の効果的な手法の一つになると考えられる。本プラン
を終えて、「ものづくり体験型防災教育」のより一層の推進を提案する。

「ワンコイン防災活動」（１人１００円でできる防災活動）
防災活動を実施するにあたり、活動費用（材料代等）の確保は本校においても懸案事項で

あった。このため行政からの補助金や助成金を出す（助成金の使用範囲を製作費にも広げ
る）ことができるように要望するが、財政難の時代であり、行政にたよらない新たな手法も考
えなければならない。
そこで、どんな防災活動でも適用できると思うが、例えば本プランのかまどベンチづくり場

合、材料費の約３万円である。仮に１世帯が平均３人、１００世帯の地域であれば、人数は３
００人となる。一人１００円出してもらえれば、３００人で３万円の費用が確保でき、かまどベン
チづくりの防災活動が実現できる。１００円ではあるが、費用を出すとなると参画意識も高ま
ることも期待できる。このように、費用の課題を解決し、防災活動を普及させるために、「ワン
コイン防災活動」を提案する。

普及のための提案

価

格
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（本活動の新聞掲載記事）１２参考資料

平成２１年５月１日（金）中日新聞朝刊

平成２１年９月２日（水）

京都新聞朝刊

平成２１年９月２日（水）中日新聞朝刊
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平成２１年９月２日（水）毎日新聞朝刊

平成２１年９月４日（金）近江同盟新聞
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（ ）平成２１年９月５日 土

滋賀彦根新聞

平成２１年１１月２４日（火）

近江同盟新聞
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平成２１年１２月１７日（木） 毎日新聞朝刊

平成２１年１２月１７日（木）

朝日新聞朝刊

平成２１年１１月２９日（日）滋賀彦根新聞
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平成２１年１２月 彦根工業高校PTA新聞「和協」

平成２２年１月１５日（金）中日新聞

（彦根市防災展での記事）
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１３交流団体・協力者等

・極楽寺町自治会および地域住民の方

・金剛寺町自治会および地域住民の方

製作場所 ・日夏ローズタウン自治会および地域住民の方

・彦根市立若葉小学校（６年生児童と先生）

・彦根市立城陽小学校（６年生児童と先生）

チラシ配布等 彦根市総務部危機管理室

の活動支援

滋賀県防災危機管理局

広報協力 彦根市総務部危機管理室

朝日新聞・毎日新聞・日本経済新聞・中日新聞・京都新聞

滋賀彦根新聞・近江同盟新聞・びわ湖放送TV

滋賀県立彦根工業高等学校PTA

その他 (有)木野工業 ・滋賀経済産業協会

近畿建設技術協会・滋賀県科学の祭典実行委員会

滋賀県立彦根工業高等学校PTA、同窓会

（順不同）

１４推進体制

代表者 校長 廣谷 明

総 括 教頭 大菅順一

担当者 教職員 渉外・調整・企画計画 田中良典

設計指導 小川忠・田中良典・長江智子

技術指導 小川忠・田中良典

資材運搬 浅野克行・小川忠・田中良典
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１５終わりに

今回の活動は 「かまどベンチ」という防災設備を題材として、ものづくりとその利用の一、

連の活動を行ってきたものです 製作時だけでなく 製作後に炊き出しを行うなどにより 人。 、 、「

と人のとつながり 「学校と地域とのつながり」を深めることができました。活動に参加し」、

た生徒も大きな成長をしてくれました。ものづくり実践は 「物」と「者」の両方を作ってく、

れる効果があると強く感じ、これらの効果は地域防災力の「質」を、有形無形で向上させて

いると確信しました。

ものづくりの題材は、かまどベンチにこだわらず、子どもたちや地域の方が参加できる題

材を選定して活動を展開すると、防災教育の効果的な手法の一つになると考えられます。本

プランを終えて 「ものづくり体験型防災教育」のより一層の推進を提案し、防災教育のみな、

らず、まちづくりや地域交流への普及展開がされると幸いに感じます。

本プランを推進するにあたり、防災教育チャレンジプラン実行委員の皆様にはご指導助

言をいただき、実りある活動と大きな成果を得ることができました。改めて感謝いたして

おります。また、本活動が実現できましたのも、本校との交流活動をしていただきました

小学校や自治会の皆様のご協力、ご支援いただきました滋賀県、彦根市の行政担当部局を

はじめ多くの関係者の皆様のおかげと実感しております。最後になりましたが厚く感謝を

申し上げす。


